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自助・公助・共助の意識を高める!!

（やけど・骨折・搬送法）

議員集合！迅速な行動が大事！

安否確認！正確な情報共有を！

正しい応急処置を学ぶ！

慌てず、適切な処置が大切！
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08:30 議会災害対策本部設置（局長→議長に電話連絡）
「訓練です。午前8時30分　釜無川断層地震（震度6弱）が発生、議会災害対策
本部が設置されました。直ちに総合会館軽運動室に参集願います。」
議長→副議長に連絡（総合会館軽運動室に参集）
副議長→各常任委員長に連絡

08:45 各常任委員長→所属議員に連絡（午前9時00分までに軽運動室に参集の連絡）

09:00 議員は軽運動室に参集（作業服、運動靴、ヘルメット）
①議員より参集状況報告
②議員は、腕章および災害対策本部のベストを受け取る
※各委員長は、所属議員の確認

09:30 救命救急措置実習
（止血法、傷・やけど手当、保温法、骨折の手当、搬送法）
その他（質疑等）
※甲府地区広域行政事務組合消防本部の協力

11:30 総務委員長→活動記録の整理、および被害状況を報告

11:40 議長講評

11:45 解散

平成28年8月23日、昭和町議会災害対策本部設置要綱に基づき、第5回議会防災訓練を行い
ました。議長から参集の連絡を受け、総合会館軽運動室にて応急処置の講習を受けました。
甲府地区消防本部の方々に協力をいただき、担架のつくり方、やけどや骨折など怪我の応急
処置を学びました。

特
集

搬送法！担架をつくって住民を救う！ 骨折の応急処置！あるものを使って正確な固定が大事！



※数値は端数調整してあるため
　合計が一致しない場合があります。

自 主
財
源

（75.3％）（75.3％）（75.3％）

依存財
源

（24.7％）（24.7％）（24.7％）
一般会計歳入合計
81億6253万円

町税
47億7324万円

国庫支出金
8億7799万円

県支出金
4億9521万円

繰入金
6億4152万円

繰越金　3億1710万円
分担金/負担金　2億7910万円

諸収入他　8205万円
使用料/手数料　7129万円

町債　5790万円

地方消費税交付金他
5億6704万円

（内訳）
町民税

固定資産税

町たばこ税

軽自動車税

20億8874万円

23億3387万円

3億363万円

4544万円

一般会計歳出合計
78億3226万円

民生費
23億4819万円

総務費
10億0840万円

教育費
8億5365万円

諸支出金
9億3395万円

公債費
5億8642万円

議会費　1億210万円
商工費　3570万円
その他　223万円

農林水産費　7917万円

衛生費
4億8306万円

消防費
2億4025万円

土木費
11億5908万円

◆基金（預金）の累積残額（一般会計分）
30億6565万円

◆町債（借金）の累積残額
［一般会計］
［下水道事業］
［合　　計］

56億8105万円
57億0823万円

（1人当たり
（1人当たり

29万円）
29万円）

113億8928万円（1人当たり 58万円）
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※
一
般
会
計
歳
入
歳
出
差
引
額
3
億
3
0
2
6

万
円
の
う
ち
、
平
成
27
年
度
で
翌
年
度
に
繰

り
越
す
財
源
3
6
6
6
万
円
を
差
し
引
い
た

2
億
9
3
6
0
万
円
は
、
前
年
度
繰
越
金
と

し
て
平
成
28
年
度
の
歳
入
と
な
り
ま
す
。



（千円以下切捨て）

　決算特別委員会は、9月12日から16日までの5日間開催されました。
　第3回定例会で決算特別委員会に付託された、一般会計、国民健康保険、後期高齢者
医療、介護保険、介護サービス、下水道事業、渇水対策事業特別会計に対し、監査委員の
意見書および各課長から説明を受けました。いずれも慎重審査の結果、全員賛成で認定
されました。

平成27年度決算のあらまし
　一般会計は約78億3226万円、特別会計は6つの会計を合わせて
約40億7920万円となり、計約119億1146万円の歳出決算となりま
した。平成26年度と比べて約2.8％増加しています。これに対して歳
入決算は、歳出決算を約4億8277万円上回る、約123億9423万円と
なりました。経常収支比率（※）では、前年度より0.5％上昇し、
79.5％となりました。

　義務的経常経費（人件費や扶助費、公債費など）に一
般財源収入がどの程度充当されているかを示すもの。
町村では70％程度が望ましい。

※経常収支比率とは

教育費

・小中学校費

・学校給食費

・温水プール運営費

2億6227万円

1億7425万円

7193万円

土木費

・道路維持費

・区画整理事業関連工事

・押原公園指定管理委託

8557万円

1億7380万円

2164万円

諸支出金

・基金積立金
9億3395万円

衛生費

・中巨摩地区広域事務組合負担金

・一般廃棄物収集運搬処理委託

・人間ドックほか健康診査委託

1億5244万円

6114万円

4983万円

民生費
・保育所運営費

・子育て支援医療費

・家族介護用品・福祉サービス支給事業

7億1112万円

8589万円

1191万円

総務費
・事務機及びシステム借上

・甲府広域行政事務組合負担金

・地域力活性化交付金

4394万円

388万円

2578万円

消防費ほか
・甲府地区広域事務組合負担金

・農業施設復旧支援対策資金補助

・町商工会育成事業補助金

2億1066万円

2433万円

1067万円

公債費
（借金返済）

5億8642万円

特別会
計を含

めると

約　61万円
　使いま

した。

町民１人
あたり

約40万
円

Ｈ28.3
.31現在

人口 1
9,405

人
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平成28年度一般会計補正予算

常永小学校教室
間仕切り工事費計上！
常永小学校教室
間仕切り工事費計上！

　一般会計は、歳入歳出とも2億
5287万8千円を補正増しました。
　歳入では延滞金を400万円増
額し、ほか国庫および県支出金
を減額補正しました。介護保険
特別会計の前年度精算分として
1293万6千円を繰入金として増額
補正し、前年度繰越金の確定に
伴い2億5026万1千円を増額補正
したものが主な内容です。
　歳出では橋梁耐震補強設計業務委託費の2370万円および利率見直
しに伴う償還利子不用額を減額補正し、国庫支出金等の精算として障
害者医療費、障害者自立支援給付費、子ども子育て支援交付金の返還
金を908万4千円、障害児保育事業補助金として177万6千円、また押原
公園借地買収費として1500万円、常永小学校教室間仕切り工事に500
万円等をそれぞれ増額補正しました。
　なお、下水道事業特別会計繰越金の確定により繰出金の減額補正と
なり、歳入歳出の余剰金を公共施設整備等事業基金へ積み立て、予算
総額72億3780万4千円としました。

一般会計一般会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
介護サービス特別会計
下水道事業特別会計

9207万円増
7187万円増
5万円増

1936万1千円増

（総額：21億7207万円）
（総額：10億7568万円）
（総額：1831万円）
（総額：10億2429万円）

特別会計特別会計 全員賛成で可決全員賛成で可決
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9月議会で
決まったこと

　

平
成
28
年
9
月
定
例
会
は
、
9
月
6
日
か
ら
21
日
ま
で
16
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。
町
長

提
出
の
契
約
関
係
案
件
2
案
件
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
5
案
件
の

ほ
か
、
決
算
関
係
の
認
定
7
案
件
を
含
め
た
計
14
案
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
8
人
の
議
員
が
13
件
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
・
意
見
を
展
開
し
ま
し
た
。

議員提出議案

昭和町消防団員の昭和町立温水プール等の使用料免除に関する
条例制定の件

《提案理由》
　昭和町消防団の活動の強化を目的として、同団の団員には昭和町
立温水プールおよび付属するトレーニングルームの使用料を免除し、
同施設の活用を促して団員個々の体力の向上を図るため。

※賛成・反対討論の結果、反対多数で否決

常永小学校



石
原　

政
彦

河
住　

保
茂

監
査
委
員

経
費
削
減
や
事
務
事
業
の
効
率
化

を
評
価
、均
衡
あ
る
発
展
と
規
律

あ
る
財
政
運
営
を
望
み
ま
す

監査委員の
決算審査意見

平
成
28
年
8
月
2
日
か
ら
10
日
ま
で
審
査
し
ま
し
た
。

【
審
査
の
結
果
と
意
見
】

❶
財
政
力
指
数
は
前
年
度
に
比

べ
上
昇
し
て
お
り
、公
債
費
負
担

比
率
は
下
降
し
て
い
る
。基
金
も

着
実
に
積
み
立
て
ら
れ
、健
全
化

判
断
比
率
等
の
指
標
は
早
期
健

全
化
基
準
を
下
回
り
、改
善
さ
れ

た
健
全
な
財
政
運
営
を
確
認
し

た
。

❷
地
方
債
発
行
は
財
政
構
造
の

健
全
性
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ

う
十
分
留
意
さ
れ
た
い
。国
母
、

釜
無
工
業
団
地
お
よ
び
町
内
企

業
と
の
関
係
を
密
に
、企
業
支
援

策
も
検
討
し
財
源
確
保
に
努
め
、

産
業
の
町「
昭
和
町
」の
発
展
を

期
待
す
る
。

❸
歳
出
を
抑
制
す
る
観
点
か
ら
、

費
用
対
効
果
を
十
分
検
証
し
、

事
業
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。ま

た
、学
校
施
設
を
含
む
公
共
施

設
も
、経
年
劣
化
等
に
よ
り
多
額

の
維
持
管
理
費
が
必
要
で
、慎
重

な
る
財
政
運
営
に
努
め
、計
画
的

対
応
が
必
要
で
あ
る
。

❹
学
校
教
育
現
場
は
、今
回
も

大
き
な
問
題
が
な
か
っ
た
こ
と
に

対
し
、教
育
関
係
者
の
繊
細
か
つ

粘
り
強
い
地
道
な
努
力
が
確
認

で
き
た
。引
き
続
き
成
果
あ
る
昭

和
教
育
の
発
展
を
願
う
。

❺
財
政
基
盤
を
脅
か
す
原
因
の一

つ
で
あ
る
税
、お
よ
び
料
金
の
滞

納
が
多
額
で
あ
る
が
、納
税
義
務

の
周
知
と
滞
納
徴
収
に
対
し
、収

納
課
に
よ
る
法
的
手
段
等
に
よ

り
、そ
の
成
果
が
大
い
に
表
れ
滞

納
徴
収
率
の
向
上
を
確
認
し
た
。

ま
た
、第
3
の
税
と
し
て
の
ふ
る

さ
と
納
税
は
、大
幅
な
増
額
で
大

い
に
期
待
さ
れ
る
。今
後
も
財
源

確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

【
総
括
】

　

経
費
削
減
の
取
り
組
み
や
、事

務
事
業
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、町

民
か
ら
の
貴
重
な
税
金
を
無
駄

な
く
有
効
に
活
用
す
る
姿
勢
で
、

効
率
的
で
効
果
的
な
町
民
生
活

に
直
結
す
る
優
先
度
の
高
い
施

策
を
構
築
し
、最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
生
み
出
せ
る
よ
う
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
望
む
。

※数値は端数調整してあります。

（千円以下切捨て）
会　計　名 歳入総額 歳出総額 結果

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
介護サービス特別会計
下水道事業特別会計
渇水対策事業特別会計

22億2656万円
1億3615万円
9億578万円
1671万円

9億3808万円
838万円

21億6377万円
1億3543万円
8億3391万円
1602万円

9億2425万円
582万円

全
員
賛
成
で
認
定

52.90

平成27年度健全化判断比率等の状況
平成27年度決算に基づく健全化判断比率は、基準を下回っているため、
健全であるといえます。

実質公債費比率は26年度と比べ、0.5％減
少しました。将来負担比率は26年度より
14.8％減少し、実質的な標準財政規模に対
する負担比率は低くなりました。実質公債費
比率・将来負担比率ともに比率が小さいほ
ど財政状況は良いと判断します。

財政力指数
H27H26H25
1.131.101.14

財政健全化判断比率（％）
実質公債費比率 将来負担比率

9.8
25.00

31.1
350.00

比　率
早期健全化基準

※地方自治体の財政力を示す指数。3カ年平均で１.0未満だと交付団体になる。
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平成27年度特別会計決算



石
原（
高
）議
員　

待
機
児
童
数
は
ゼ
ロ

か
。

福
祉
課
長　

統
計
上
は
待
機
児
童
ゼ
ロ
。

希
望
す
る
園
に
入
れ
な
い
な
ど
、
隠
れ

待
機
児
童
も
い
る
。

石
原（
高
）議
員　

保
育
園
の
定
員
が
減

少
し
た
が
理
由
は
。

福
祉
課
長　

数
年
前
に
定
員
を
増
や
し

た
が
、
定
員
割
れ
が
続
い
た
の
で
元
の

定
員
に
戻
し
た
も
の
。

依
田
議
員　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
減
の

理
由
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長　

社
会
保
険
で
は

職
場
で
受
診
し
て
お
り
、
そ
の
た
め

減
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

林
議
員　

児
童
生
徒
1
人
当
た
り
の
委

託
料
と
契
約
期
間
は
。

学
校
教
育
課
長　

児
童
（
小
学
生
）

1
1
5
、
2
0
0
円
（
年
額
）
、
生
徒

（
中
学
生
）
5
2
、
8
0
0
円
（
年

額
）
、
契
約
期
間
は
平
成
27
〜
29
年
度
。

石
原（
高
）議
員　

学
校
給
食
費
負
担
金

の
収
入
未
済
額
は
、
生
活
困
窮
者
も
含

ん
で
い
る
か
。

教
育
長　

含
ん
で
い
な
い
。
就
学
援
助

は
公
費
で
対
応
。
そ
れ
以
外
の
方
で
納

め
て
い
な
い
方
が
い
る
。
文
書
を
渡
す

等
工
夫
し
て
い
る
。

石
原（
一
）議
員　

押
原
小
学
校
に
プ
ー

ル
を
造
る
計
画
は
。

教
育
長　

学
校
職
員
か
ら
町
民
プ
ー
ル

の
使
用
は
管
理
面
や
安
全
面
で
あ
り
が

た
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
町
民
プ
ー

ル
が
使
え
な
く
な
っ
た
ら
検
討
す
る
。

鷹
野
議
員　

小
中
学
校
に
配
置
し
て
い

る
A
L
T
の
人
数
は
。

教
育
長　

27
年
度
は
小
学
校
2
人
、
中

学
校
1
人
。
西
条
小
に
1
人
。
常
永
小

と
押
原
小
が
掛
け
持
ち
で
1
人
。
28
年

度
か
ら
は
4
人
体
制
で
各
学
校
に
1
人
。

石
原（
高
）議
員　

有
価
物
の
売
上
金
は

前
年
よ
り
4
･
7
%
減
額
。
大
型
店
が

現
物
の
回
収
を
行
っ
て
お
り
、
売
り
上

げ
を
減
ら
し
て
い
る
の
か
。

環
境
経
済
課
長　

大
型
店
等
に
よ
る
新

聞
・
雑
誌
、
店
に
よ
っ
て
は
段
ボ
ー
ル

等
の
回
収
を
し
て
い
る
。
回
収
で
ポ
イ

ン
ト
等
が
つ
き
、
生
活
用
品
の
購
入
に

使
え
る
等
、
特
典
が
あ
る
の
で
、
売
り

上
げ
は
減
少
し
て
い
る
。

依
田
議
員　

河
川
清
掃
に
お
け
る
、
廃

棄
土
処
理
費
用
に
つ
い
て
は
、
年
々
金

額
が
増
加
し
て
い
る
が
。

建
設
課
長　

廃
棄
土
の
持
込
み
量
等
が

増
加
し
た
こ
と
が
大
き
い
。

林
議
員　

一
般
ふ
る
さ
と
納
税
が

7
5
9
万
円
、
指
定
に
よ
る
ふ
る
さ
と

納
税
福
祉
寄
附
金
も
あ
る
。
合
計
し
た

額
が
ふ
る
さ
と
納
税
の
額
か
。

総
務
課
長　

一
般
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
と
ふ
る
さ
と
納
税
福
祉
寄
附
金
、
ふ

る
さ
と
納
税
文
化
寄
附
金
が
あ
り
、
3

つ
プ
ラ
ス
し
た
も
の
が
ふ
る
さ
と
納
税

の
合
計
で
、
総
額
約
1
4
2
2
万
円
。

納
税
す
る
人
が
使
用
目
的
を
選
択
で
き
、

希
望
に
よ
っ
て
分
け
て
あ
る
。

三
井
議
長　

文
化
寄
付
金
は
何
に
使
う

の
か
。

総
務
課
長　

文
化
寄
附
金
は
文
化
財
保

護
の
た
め
の
も
の
で
、
杉
浦
醫
院
等
に

使
用
す
る
。

鷹
野
議
員　

消
防
費
の
備
品
購
入
費
で
、

消
防
用
無
線
機
を
27
台
購
入
し
て
い
る

が
、
切
り
替
え
な
の
か
、
新
規
購
入
か
。

企
画
財
政
課
長　

今
ま
で
ア
ナ
ロ
グ

だ
っ
た
が
、
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
た

め
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
に
し
た
。

依
田
議
員　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
半
年
く
ら
い
経
つ
が
、
効
果
は
ど

う
か
。

企
画
財
政
課
長　

効
果
は
ま
だ
聞
か
な

い
が
、
杉
浦
醫
院
で
映
画
の
撮
影
を
行

い
12
月
放
映
と
聞
い
て
い
る
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
異
な
る
が
、
か
な
り
反
響
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三
井
議
長　

防
犯
カ
メ
ラ
の
取
り
付
け

は
彩
の
広
場
等
に
取
り
付
け
た
と
の
事

だ
が
、
場
所
は
。

企
画
財
政
課
長　

国
母
駅
駐
輪
場
へ
2

カ
所
（
駅
前
と
駐
輪
場
の
屋
根
）
。
彩

の
広
場
に
は
3
カ
所
（
交
番
付
近
、
遊

具
、
管
理
棟
）
を
監
視
で
き
る
場
所
に

設
置
し
た
。

第
3
回
定
例
会（
9
月
）委
員
会
質
疑

決
算
審
査
特
別
委
員
会

A
L
T（
外
国
語
指
導
助
手
）は

有
価
物
売
上
金
の
減
少
原
因
は ALT（外国語指導助手）

ふ
る
さ
と
納
税
の
合
計
金
額
は

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
効
果
は

防
犯
カ
メ
ラ
の
取
り
付
け
は

待
機
児
童
は
い
な
い
か

甲
府
市
へ
の
委
託
児
童
は
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産
業
土
木
常
任
委
員
会

鷹
野
議
員　

都
市
計
画
法
第
34

条
11
号
に
よ
り
定
め
る
開
発
可

能
な
範
囲
は
、
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
と
の
関
連
は
あ
る
か
。

都
市
整
備
課
長　

都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
50

戸
連
た
ん
が
可
能
な
範
囲
を
指

定
し
、
農
業
振
興
地
域
の
農
用

地
区
域
は
含
め
な
い
。

副
町
長　

基
本
的
な
方
針
と
し

て
、
市
街
化
調
整
区
域
の
白
地

部
分
を
進
め
る
。

依
田
議
員　

常
永
跨
線
橋
耐
震

補
強
設
計
委
託
が
予
算
の
関
係

で
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
今
後

の
設
計
委
託
の
考
え
は
。

建
設
課
長　

国
庫
補
助
金
が
減

額
さ
れ
た
。
今
後
も
第
1
優
先

と
し
て
補
助
金
を
受
け
る
努
力

を
進
め
る
。

塚
原
議
員　

常
永
跨
線
橋
耐
震

設
計
委
託
か
ら
橋
梁
長
寿
命
化

工
事
に
振
り
替
え
た
が
、
ど
う

い
う
こ
と
か
？

副
町
長　

常
永
跨
線
橋
耐
震
設

計
委
託
費
国
庫
補
助
金
が
大
幅

に
減
額
と
な
り
執
行
で
き
な
く

な
っ
た
の
で
、
減
額
さ
れ
た
国

庫
補
助
金
を
常
永
跨
線
橋
以
外

の
橋
梁
6
橋
の
橋
梁
長
寿
命
化

工
事
に
振
り
替
え
た
。

調
整
区
域
の
開
発
範
囲
は

常
永
跨
線
橋
の
耐
震
設
計
は

総
務
常
任
委
員
会

三
井
議
長　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
靭
化

対
策
は
、
サ
ー
バ
ー
に
ウ
イ
ル
ス
が
入
る
の

を
防
ぐ
シ
ス
テ
ム
。
具
体
的
に
ど
う
す
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

庁
舎
や
役
場
管
理
の
パ
ソ

コ
ン
は
、
業
務
用
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
一

緒
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
防

御
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
す
る
。

石
原（
高
）議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
カ

タ
ロ
グ
を
作
成
し
、
町
民
窓
口
課
や
町
内
企

業
に
配
布
す
る
報
道
が
あ
っ
た
が
、
東
京
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
置
く
考
え
は
。

総
務
課
長　

カ
タ
ロ
グ
は
商
工
会
・
山
梨
中

央
銀
行
、
国
母
・
釜
無
両
工
業
団
地
に
配
布

し
、
役
場
の
窓
口
に
も
あ
る
。
ふ
る
さ
と
納

税
し
た
方
に
も
、
礼
状
と
一
緒
に
送
付
。
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
お
願
い
す
る
。

石
原（
高
）議
員　

県
は
消
防
団
員
確
保
対
策

の
一
環
と
し
て
、
入
札
の
際
に
加
点
す
る
制

度
を
作
る
が
、
町
と
し
て
の
考
え
方
は
。

総
務
課
長　

入
札
参
加
資
格
の
受
け
付
け
は
、

山
梨
県
市
町
村
事
務
組
合
が
甲
府
市
を
除
く

全
市
町
村
の
入
札
参
加
申
請
を
共
同
受
付
シ

ス
テ
ム
で
受
付
け
、
審
査
済
み
デ
ー
タ
を
各

市
町
村
に
提
供
す
る
。
現
在
の
シ
ス
テ
ム
で

は
未
定
な
の
で
、
各
市
町
村
の
話
し
合
い
で

決
め
る
。

三
井
議
長　

手
数
料
は
山
梨
中
央
銀
行
で
取

り
扱
わ
な
く
な
っ
た
が
、
今
後
は
出
納
室
で

徴
収
す
る
の
か
。

総
務
課
長　

手
数
料
レ
ジ
ス
タ
ー
を
借
り
上

げ
、
町
民
窓
口
課
に
設
置
し
直
接
徴
収
を
行
う
。

河
田
議
員　

7
月
に
大
き
な
選
挙
が
あ
っ
た
、

18
歳
・
19
歳
の
昭
和
町
の
投
票
率
は
何
%
か
。

企
画
財
政
課
長　

7
月
10
日
の
参
議
院
選
挙

の
年
代
別
投
票
率
は
な
い
が
、
県
の
選
挙
管

理
委
員
会
に
報
告
し
た
第
5
投
票
所
（
築
地

新
居
地
区
、
飯
喰
地
区
）
の
年
齢
別
の
投
票

率
は
18
歳
50
％
、
19
歳
35
％
、
10
代
で
は

42
・
42
％
。
町
全
体
の
投
票
率
は
56
・
83
％
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
カ
タ
ロ
グ
は

消
防
団
員
の
確
保
は

手
数
料
の
支
払
い
は

新
選
挙
制
度
の
投
票
率
は

　

市
街
化
区
域
に
隣
接
ま
た
は
近

接
し
、
か
つ
、
自
然
的
社
会
的
諸

条
件
か
ら
市
街
化
区
域
と
一
体
的

な
日
常
生
活
圏
を
構
成
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
地
域
で
、
お
お
む

ね
50
以
上
の
建
築
物
が
連
た
ん
し

て
い
る
地
域
の
う
ち
、
政
令
で
定

め
る
基
準
に
従
い
、
都
道
府
県

（
事
務
処
理
市
町
村
）
の
条
例
で

指
定
す
る
土
地
の
区
域
内
に
お
い

て
行
う
開
発
行
為
で
、
予
定
建
築

物
等
の
用
途
が
、
開
発
区
域
お
よ

び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
環

境
の
保
全
上
支
障
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
用
途
と
し
て
、
都
道
府
県

の
条
例
で
定
め
る
も
の
に
該
当
し

な
い
も
の
。

都
市
計
画
法
第
34
条
第
11
号
と
は

常永跨線橋

第
3
回
定
例
会（
9
月
）委
員
会
質
疑
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中
澤
議
員　

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
は

有
償
か
、
無
償
貸
し
出
し
か
。

福
祉
課
長　

無
償
の
予
定
。

依
田
議
員　

愛
育
会
班
員
の
な
り
手
不
足

対
策
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長　

仕
事
や
子
育
て
が

忙
し
く
、
愛
育
会
に
入
る
と
会
議
へ
の
出

席
も
含
め
負
担
が
大
き
い
。
負
担
軽
減
も

考
え
て
い
き
た
い
。

塚
原
議
員　

高
齢
者
が
免
許
返
納
し
た
後

の
タ
ク
シ
ー
券
発
行
は
。

福
祉
課
長　

財
源
が
厳
し
く
今
の
と
こ
ろ

町
で
は
考
え
て
い
な
い
。

河
住
議
員　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
指

導
士
が
い
な
い
が
採
用
の
目
途
は
。利
用

者
に
対
す
る
問
題
は
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

健
康
運
動
は
資
格
を

持
っ
て
い
な
い
方
が
対
応
し
て
も
法
的
に

問
題
は
な
い
が
、
6
月
と
9
月
の
広
報
で

募
集
中
。
来
年
4
月
に
は
整
え
る
方
向
。

河
田
議
員　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

（
モ
デ
ル
地
区
、
清
水
新
居
区
・
西
条
二

区
・
上
河
東
二
区
）
の
状
況
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長　

ち
ょ
っ
と
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
チ
ョ
ボ
ラ
）
が
増
加
中
だ

が
、
現
状
で
は
目
に
見
え
る
効
果
は
み
ら

れ
な
い
。
さ
ら
な
る
地
域
力
強
化
が
必

要
。

林
議
員　

総
合
防
災
訓
練
に
中
学
生
が
参

加
し
た
が
、
小
学
生
は
。

教
育
長　

中
学
生
の
参
加
が
定
着
し
た
ら

検
討
す
る
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

状
況
は

防
災
訓
練
に
小
学
生
の
参
加
は

高
齢
者
の
タ
ク
シ
ー
券
発
行
は

社
会
福
祉
協
議
会
の
移
設
計
画
は

水
源
対
策
特
別
委
員
会

　

委
員
会
に
先
立
ち
、
山

梨
大
学
・
国
際
流
域
環
境

研
究
セ
ン
タ
ー
の
中
村
高

志
助
教
よ
り
講
演
が
あ
り
、

議
員
か
ら
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

田
中
議
員　

10
〜
80
m
深

度
の
地
下
水
の
井
戸
が
38

本
（
紙
漉
阿
原
区
）
あ
る

が
、
東
西
で
水
質
が
違
う
。

今
回
は
20
カ
所
だ
が
調
査

箇
所
を
も
っ
と
増
や
し
た

ら
ど
う
か
。

中
村
助
教　

距
離
が
離
れ

る
だ
け
で
水
質
が
変
わ
っ

て
く
る
の
は
事
実
、
し
か

し
今
回
の
調
査
は
地
下
資

源
の
分
布
を
調
べ
る
も
の

な
の
で
20
カ
所
で
良
い
。

鷹
野
議
員　

サ
ン
プ
ル
20

カ
所
の
地
域
は

中
村
助
授　

大
規
模
な

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や

工
業
団
地
な
ど
、
水
需
要

が
高
い
所
を
中
心
に
選
定
。

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

依
田
議
員　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
第
4
次
行
政
改
革
実
施
計
画
に

追
加
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

政
策
秘
書
係
長　

い
き
い
き
健
康

課
・
福
祉
課
で
取
り
組
ん
で
い
る
の

で
反
映
し
て
い
く
。

石
原（
高
）議
員　

地
区
担
当
職
員

制
度
の
見
直
し
は
あ
る
か
。

総
務
課
長　

5
年
経
過
し
た
の
で
、

見
直
し
た
い
。

河
住
議
員　

公
共
施
設
の
有
効
活
用

と
は
、
民
間
空
き
家
も
活
用
す
る
の

か
。

総
務
課
長　

空
き
家
の
実
態
調
査
後
、

地
域
高
齢
者
が
集
ま
る
施
設
と
し
て

使
え
る
か
検
討
し
て
い
く
。

樋
口
議
員　

企
業
が
撤
退
し
な
い
よ

う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

定
期
的
に
意
見
交
換
会

を
開
き
、
企
業
の
要
望
等
を
聞
い
て

迅
速
な
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

第
4
次
行
政
改
革
実
施
計
画
は

企
業
が
撤
退
し
な
い
対
策
は

第
3
回
定
例
会（
9
月
）委
員
会
質
疑
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現
在
の
新
学
習
指
導
要

領
で
は
、
理
数
教
育
や

情
報
化
や
教
育
環
境
の
整
備
が
一

層
求
め
ら
れ
る
。
現
在
の
施
設
で

受
け
入
れ
可
能
な
生
徒
数
は

5
5
0
人
だ
が
、
平
成
30
年
度
は

5
5
1
人
、
34
年
に
は
6
1
9
人

の
生
徒
数
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　

増
加
す
る
生
徒
を
ど
の
よ
う
な

方
法
で
受
け
入
れ
る
の
か
、
現
時

点
で
の
検
討
内
容
等
を
伺
う
。

人
口
増
加
に
伴
う

児
童
生
徒
数
の
増

加
に
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
処
す

る
か
大
き
な
課
題
だ
。
平
成
37
年

こ
ろ
が
最
大
7
0
0
人
、
そ
の
後

減
少
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。
新

中
学
校
の
建
設
や
甲
府
市
に
委
託

な
ど
の
考
え
は
な
く
、
特
別
教
室

の
普
通
教
室
へ
の
改
修
や
、
新
た

な
特
別
教
室
の
建
設
な
ど
で
対
応

し
て
い
き
た
い
。

甲
府
市
に
委
託
し
て
い

る
児
童
の
中
学
校
へ
の

進
学
と
、
委
託
解
消
の
解
決
見
込

み
は
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
増
改
築

に
対
し
、
公
共
施
設
建
設
等
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
考
え
は
あ

る
か
。

29
年
度
の
新
入
生

は
す
べ
て
西
条
小

に
進
学
し
、
甲
府
市
は
ゼ
ロ
。
特

別
支
援
教
室
は
29
年
度
か
ら
改
修
。

生
徒
数
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
前
の

35
年
度
ま
で
に
は
、
特
別
教
室
の

増
築
と
改
修
を
終
了
し
た
い
。

押
原
中
学
校
の

増
改
築
お
よ
び

役
場
庁
舎
の
増
築
、
ま
た
老
朽
化

し
た
中
央
公
民
館
と
手
狭
に
な
っ

た
町
立
図
書
館
を
含
め
た
生
涯
学

習
館
の
建
設
も
併
せ
、
公
共
施
設

建
設
等
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

全
体
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
も
含
め
、

幅
広
い
視
点
か
ら
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

①
近
隣
自
治
体
や
関
係

機
関
と
の
協
議
、
迅
速

な
判
断
が
で
き
る
体
制
な
ど
考
え

る
と
、
一
定
の
権
限
を
付
与
し
た

職
位
の
設
置
と
、
防
災
担
当
職
員

の
配
置
が
必
要
だ
。

②
庁
舎
の
防
災
対
策
は
、
あ
ら
ゆ

る
災
害
を
想
定
し
て
役
場
機
能
を

維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
早

急
な
対
策
が
必
要
と
思
う
が
町
の

考
え
を
伺
う
。①

防
災
・
防
犯
・
交
通

対
策
を
一
元
化
し
た
危

機
管
理
体
制
整
備
の
た
め
、
平
成

26
年
に
企
画
財
政
課
に
危
機
管
理

担
当
を
配
属
し
た
。
さ
ら
な
る
防

災
担
当
部
署
の
機
能
強
化
の
た
め
、

職
位
上
位
の
職
員
を
配
置
し
、
専

門
部
署
と
し
て
独
立
し
た
環
境
で

災
害
に
備
え
る
体
制
を
検
討
・
調

整
し
て
い
き
た
い
。

②
庁
舎
の
防
災
行
政
無
線
室
の
ド

ア
か
ら
浸
水
し
な
い
よ
う
、
高
さ

50
㎝
の
脱
着
式
止
水
板
と
、
無
線

室
専
用
発
電
機
を
高
い
位
置
に
固

定
す
る
台
車
を
購
入
す
る
。
自
家

発
電
機
の
浸
水
対
策
に
は
、
高
さ

1
・
2
m
の
擁
壁
を
設
置
し
、
庁

舎
出
入
口
の
浸
水
対
策
も
含
め
、

補
正
予
算
な
ど
で
対
応
し
た
い
。

石
原

石
原

石
原

押
原
中
学
校
の

生
徒
増
加
に
伴
う
対
応
は

教
室
の
改
修
や

特
別
教
室
建
設
で
対
応

一般質問の内容はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。

専
門
部
署
を

検
討
・
調
整

防
災
対
策
は

再
質
問

総
務
課
長

町
長

教
育
長

教
育
長
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例
え
ば
、
水
害
を
考
え

て
み
る
。
在
宅
の
要
援

護
者
に
対
す
る
避
難
行
動
の
対
応

に
、
町
内
12
地
区
は
対
応
可
能
か
。

ま
た
、
町
内
福
祉
施
設
等
の
防
災

体
制
を
把
握
し
て
い
る
か
。

在
宅
の
要
援
護

者
の
避
難
誘
導

は
、
自
助
と
近
隣
の
住
民
の
支
援

が
不
可
欠
で
、
個
別
計
画
の
策
定

が
必
要
で
あ
り
検
討
し
て
い
く
。

あ
る
施
設
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
地
震
・
台

風
・
洪
水
等
ご
と
に
行
動
が
規
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

鎌
田
川
の
河
川
改
修
を

県
と
協
議
し
て
い
る
が
、

危
険
箇
所
の
改
修
を
早
急
に
進
め

る
考
え
は
。年

次
計
画
に
よ
る
本
改

修
と
、
危
険
度
の
高
い

箇
所
か
ら
の
改
修
、
水
の
流
れ
を

阻
害
し
て
い
る
堆
積
土
砂
の
浚
渫
、

雑
草
除
去
と
併
せ
、
改
修
実
施
に

向
け
県
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

大規模災害時における業務継続計画は
優先業務と目標時間等を検討

依田　茂巳 議員
よ し げ みだ

町
長

総
務
課
長

個
別
計
画
の

策
定
を
検
討

防
災
対
策
は

大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
際
、
市
町
村
は
災
害

対
応
の
主
体
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
う
。
災
害
発
生
時
に
業
務
量

が
急
激
に
増
加
す
る
。
「
業
務
継

続
計
画
」
の
策
定
で
、
非
常
時
優

先
業
務
の
実
施
が
可
能
と
な
る
が
、

現
状
の
地
域
防
災
計
画
の
み
で
は
、

対
応
が
不
十
分
だ
。
町
は
業
務
継

続
計
画
を
策
定
す
る
考
え
は
な
い

か
。

災
害
に
対
し
、
町
民
生

活
や
町
政
運
営
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
に
迅
速
に

対
処
で
き
る
よ
う
、
平
成
25
年
3

月
に
「
昭
和
町
災
害
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
策
定
し
、
職
員
の
危
機

意
識
を
向
上
さ
せ
、
組
織
全
体
の

危
機
対
応
力
を
高
め
て
い
る
。
し

か
し
、
行
政
機
能
を
確
保
し
、
短

期
間
で
平
常
業
務
へ
復
帰
す
る
体

制
を
定
め
る
「
業
務
継
続
計
画
」

が
必
要
で
、
現
在
、
素
案
を
作
成

し
、
各
課
の
優
先
業
務
の
選
定
と

目
標
時
間
等
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

素
案
作
成
・
業
務
継
続

で
き
る
体
制
づ
く
り
の
、

策
定
期
日
と
現
状
は
。防災

担
当
部
署

の
機
能
強
化
を

考
え
て
お
り
、
新
た
な
危
機
管
理

体
制
の
も
と
、
昭
和
町
地
域
防
災

計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
、
平
成

29
年
度
の
早
い
時
期
に
策
定
し
た

い
。

①
災
害
弱
者
に
対
す
る

名
簿
作
成
は
終
え
随
時

改
訂
さ
れ
て
い
る
が
、
個
別
計
画

の
策
定
状
況
は
。

②
帰
宅
困
難
者
対
策
計
画
が
規
定

さ
れ
て
い
る
が
、
被
害
予
測
は
町

の
人
口
を
基
本
に
想
定
し
て
い
る
。

交
流
人
口
を
反
映
し
た
被
害
想
定

と
、
減
災
対
応
に
生
か
す
必
要
が

あ
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

①
災
害
時
要
援
護
者
名

簿
を
昭
和
町
地
域
防
災

計
画
に
則
り
、
警
察
・
消
防
・
各

区
自
主
防
災
組
織
に
配
布
し
た
。

個
別
計
画
は
区
の
協
力
が
不
可
欠
。

名
簿
の
活
用
方
法
は
各
区
の
状
況

を
聞
き
な
が
ら
、
自
主
防
災
組
織

と
と
も
に
、
個
別
計
画
の
策
定
を

計
画
し
て
い
く
。

②
行
政
の
「
公
助
」
だ
け
で
な
く
、

個
人
や
企
業
に
よ
る
自
主
的
な
取

り
組
み
、
「
自
助
」
「
共
助
」
も
含

め
、
帰
宅
困
難
者
の
発
生
状
況
を

把
握
し
、
被
害
状
況
や
道
路
状
況

等
の
情
報
提
供
を
行
い
、
帰
宅
可

能
に
な
る
ま
で
の
一
時
滞
在
場
所

の
確
保
と
飲
食
物
の
提
供
を
行
う
。
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町
長

依
田

依
田

町
長 県

に
積
極
的
に
要
望

治
水
対
策（
鎌
田
川
）の

推
進
は

依
田

依
田

再
質
問

福
祉
課
長

再
質
問

依
田

非
常
時
優
先
業
務
の
イ
メ
ー
ジ

（
出
展
：
市
町
村
の
た
め
の
業
務
継
続
計
画

　

作
成
ガ
イ
ド　

内
閣
府
防
災
担
当
作
成
）



子どもの貧困連鎖の食い止めを
家庭環境や生活背景を把握する

河
住 再

質
問

教
育
長

教
育
長

国
で
は
こ
れ
ま
で
子
ど

も
の
貧
困
問
題
が
見
過

ご
さ
れ
て
い
た
が
、
法
制
定
は
一

歩
前
進
と
い
え
る
。
親
か
ら
子
へ

の
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
に
は
、

実
効
性
あ
る
対
策
が
不
可
欠
だ
。

現
在
国
内
に
は
16
％
、
6
人
に
1

人
が
い
る
と
も
い
わ
れ
る
。

　

東
京
都
足
立
区
で
は
、
全
小
学

校
1
年
生
の
家
庭
を
対
象
に
、
保

護
者
の
調
査
を
行
っ
た
が
、
住
民

に
一
番
近
い
自
治
体
だ
か
ら
で
き

る
対
策
と
も
い
え
る
。

①
町
は
子
ど
も
の
貧
困
や
、
貧
困

の
連
鎖
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
か
。

②
や
ま
な
し
子
ど
も
貧
困
対
策
推

進
計
画
が
制
定
さ
れ
た
が
、
新
た

な
計
画
を
立
て
る
予
定
は
あ
る
か
。

③
足
立
区
の
小
学
校
の
よ
う
な
調

査
を
行
い
、
実
態
を
知
る
こ
と
は

重
要
だ
。
計
画
を
行
う
か
ど
う
か
、

教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

子
ど
も
の
将
来
が
、

生
ま
れ
育
っ
た
環

境
で
左
右
さ
れ
な
い
よ
う
、
環
境

の
整
備
や
教
育
の
機
会
均
等
を
図

る
こ
と
は
当
然
で
、
教
育
委
員
会

と
し
て
も
解
消
の
た
め
の
努
力
を

続
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

①
当
面
の
重
点
施
策
と
し
て
、
国

は
教
育
の
支
援
、
生
活
の
支
援
、

保
護
者
の
就
労
に
対
す
る
支
援
、

経
済
的
な
支
援
の
4
つ
を
挙
げ
、

具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
こ
れ
を
受
け
、
教
育
に
関

す
る
支
援
を
中
心
に
行
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

②
国
・
県
の
「
子
ど
も
の
貧
困
対

策
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
教
育
委
員
会

と
し
て
新
た
な
推
進
計
画
を
立
て

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
学

校
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
な

る
よ
う
指
導
し
、
担
任
や
養
護
教

諭
が
子
ど
も
の
家
庭
環
境
や
生
活

背
景
を
き
ち
ん
と
把
握
す
る
こ
と

が
、
貧
困
対
策
の
第
一
歩
で
、
そ

の
た
め
の
校
内
体
制
づ
く
り
が
必

要
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
経
済
的

に
厳
し
い
家
庭
が
あ
る
と
把
握
し

た
と
き
は
、
生
活
保
護
や
就
学
援

助
、
奨
学
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
福
祉
課
や
外
部
機
関

等
と
連
携
し
、
保
護
者
の
気
持
ち

に
配
慮
し
受
給
の
推
進
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

③
足
立
区
と
同
様
な
調
査
を
行
う

こ
と
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点

か
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
べ

き
で
、
今
の
時
点
で
は
実
施
を
考

え
て
い
な
い
。

足
立
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
る
と
、
「
子
ど

も
貧
困
対
策
課
」
を
つ
く
っ
て
調

査
を
し
て
い
る
。
昨
年
、
1
年
生

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
結
果
を

全
部
発
表
し
て
い
る
。
教
育
委
員

会
で
は
な
く
、
自
治
体
で
「
子
ど

も
の
貧
困
調
査
対
策
課
」
を
つ
く

る
考
え
は
な
い
か
。

就
学
援
助
を
受
け

て
い
る
割
合
は
横

ば
い
傾
向
に
あ
る
。
新
し
い
課
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。
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河住　保茂 議員
かわ やす しげすみ

河
住



発達に偏りある子どもの受け入れと支援は
施設整備を計画的に進め対象を拡大

金丸　富一 議員
か ね と み か ずまる

町
長

福
祉
課
長

発
達
障
害
で
療
育
や
通

院
が
必
要
な
児
童
を
抱

え
る
家
庭
が
、
悩
み
や
指
導
な
ど

の
相
談
を
専
門
医
や
療
育
施
設
で

受
け
る
に
は
、
希
望
す
る
日
や
時

間
に
対
応
し
て
も
ら
え
な
い
現
状

で
、
さ
ら
に
家
計
は
圧
迫
さ
れ
る

と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
。

　

町
の
発
達
障
害
児
童
数
は
、
平

成
26
年
11
月
現
在
の
「
発
達
障
害

者
等
生
活
支
援
事
業
」
の
対
象
者

統
計
で
は
11
人
、
事
情
に
よ
り
認

知
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
含
め
る
と
数

倍
の
対
象
者
が
お
り
、
そ
の
数
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、

発
達
障
害
児
童
の
多
く
は
高
学
年

に
な
っ
て
も
、
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
の
年
齢
に
な
っ
て
も
1
人
で
家

に
い
る
こ
と
は
難
し
い
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
祖
父
母
に
頼
み
た
く
て
も
、

自
身
の
健
康
上
の
問
題
や
就
労
な

ど
不
在
が
ち
で
、
常
に
見
ら
れ
る

状
況
で
な
か
っ
た
り
、
預
け
ら
れ

な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
入

れ
体
制
を
充
実
す
る
こ
と
が
重
要

で
、
町
の
事
業
で
は
小
学
校
6
年

生
ま
で
の
利
用
が
可
能
に
な
る
が
、

発
達
障
害
児
童
も
同
様
の
扱
い
と

い
う
認
識
で
よ
い
の
か
伺
う
。

都
市
化
が
進
み
、
少
子

化
社
会
の
中
で
児
童
数

が
増
え
て
い
る
本
町
で
は
、
町
内

に
4
カ
所
あ
る
児
童
館
で
待
機
児

童
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
定
員
を
超
え

る
児
童
数
を
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

と
し
て
受
け
入
れ
て
き
た
が
、
施

設
面
積
に
は
限
り
が
あ
り
、
対
象

学
年
は
小
学
校
3
年
生
ま
で
と
し

て
い
た
。
現
在
、
常
永
児
童
館
で

は
定
員
を
大
き
く
上
回
る
児
童
を

預
か
っ
て
お
り
、
課
題
解
決
の
た

め
、
常
永
児
童
館
敷
地
内
に
常
永

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
棟
を
建
設
し
、

平
成
29
年
4
月
に
開
館
す
る
。

　

対
象
学
年
の
拡
大
は
、
施
設
整

備
や
職
員
配
置
が
伴
う
た
め
、
町

は
利
用
料
の
有
料
化
を
図
り
、
必

要
な
施
設
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、

小
学
6
年
生
ま
で
対
象
を
拡
大
す

る
予
定
。

　

発
達
障
害
の
あ
る
児
童
の
受
け

入
れ
は
、
町
の
児
童
館
で
受
け
入

れ
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
、
現

在
、
町
内
の
民
間
保
育
園
が
卒
園

児
を
対
象
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
開
設
し
、
発
達
障
害
の
あ
る
児

童
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
民
間
保
育
園
へ
の
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
保
育
園
に
よ
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
町
児
童

館
を
補
完
す
る
形
で
保
育
園
が
協

力
し
て
い
る
も
の
で
、
発
達
障
害

の
あ
る
児
童
も
小
学
校
6
年
生
ま

で
、
可
能
な
限
り
町
で
受
け
入
れ

で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

町
が
認
定
し
民
間
保
育

園
が
実
施
し
て
い
る
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
利
用
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
場
合
、
利
用
料
の

負
担
が
町
に
比
べ
高
額
と
な
る
。

保
育
料
と
同
様
に
第
2
子
以
降
を

軽
減
す
る
考
え
は
な
い
か
。

放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
利
用
料

は
、
保
育
園
の
よ
う
に
多
子
世
帯

の
軽
減
は
現
在
考
え
て
い
な
い
が
、

民
間
保
育
園
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
通
う
発
達
障
害
の
あ
る
児
童

の
利
用
料
は
、
来
年
度
以
降
、
格

差
を
少
し
で
も
縮
小
す
る
方
法
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
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産前産後ケアセンターの活用は
保健師や助産師の訪問等で継続的に支援

い
き
い
き
健
康
課
長

河田あけみ 議員
か わ だ

町
長

県
は
28
年
1
月
か
ら
健

康
科
学
大
学
・
産
前
産

後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
笛
吹
市
に
開

設
し
た
。
妊
娠
・
出
産
か
ら
育
児

を
地
域
全
体
で
支
え
、
子
育
て
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目
的
に
、

市
町
村
で
構
成
す
る
広
域
連
合
体

を
実
施
主
体
と
し
て
い
る
。

　

産
後
ケ
ア
事
業
の
宿
泊
者
は
ま

だ
少
な
い
が
、
1
泊
2
食
付
き

3
3
、
9
0
0
円
が
、
県
と
市
町

村
で
2
7
、
8
0
0
円
を
半
分
ず

つ
補
助
し
、
個
人
負
担
は
6
、

1
0
0
円
（
昼
食
は
別
途
9
0
0

円
）
で
、
3
泊
4
日
を
約
半
数
の

人
が
利
用
し
て
お
り
、
助
産
師
が

24
時
間
対
応
す
る
電
話
相
談
も
実

施
し
て
い
る
。

　

素
晴
ら
し
い
環
境
施
設
と
ス
タ

ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
る
こ
の
事
業

を
、
町
で
は
ど
の
よ
う
に
広
報
し
、

今
後
の
広
報
活
動
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
日
帰
り
ケ
ア

事
業
も
行
っ
て
お
り
、
町
単
独
で

の
補
助
を
提
案
し
ま
す
が
、
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

産
後
ケ
ア
事
業
は
、
県

内
在
住
の
産
後
4
カ
月

ま
で
の
母
子
で
、
子
育
て
に
不
安

や
負
担
感
が
あ
り
、
家
族
の
支
援

が
受
け
ら
れ
な
い
方
が
対
象
と
な

っ
て
お
り
、
本
町
で
は
今
年
2
月

か
ら
8
月
末
ま
で
の

7
カ
月
間
で
9
人
が

申
請
し
、
全
員
に
利

用
を
承
認
す
る
「
利

用
連
絡
票
」
を
交
付

し
た
。

　

事
業
の
周
知
方
法

は
、
母
子
手
帳
交
付

の
際
に
妊
婦
さ
ん
一

人
ひ
と
り
に
案
内
チ

ラ
シ
を
渡
し
て
説
明

し
、
安
産
教
室
や
両

親
学
級
な
ど
で
も

P
R
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
愛
育
会
の
研

修
や
祖
父
母
対
象
の

「
お
ま
ご
講
座
」
な

ど
で
も
紹
介
し
て
い

る
。

　

今
後
の
広
報
活
動
は
、
現
状
の

個
別
面
接
で
周
知
す
る
方
法
が
最

も
確
実
で
丁
寧
な
方
法
な
の
で
継

続
す
る
他
、
安
産
教
室
の
案
内
通

知
の
中
に
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
情

報
を
追
加
す
る
こ
と
や
、
特
に
必

要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
個
別
に

電
話
や
訪
問
で
状
況
を
把
握
し
、

利
用
を
案
内
す
る
こ
と
、
愛
育
会
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
援
助
会

員
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど

の
P
R
等
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

育
児
不
安
や
負
担
感
を
抱
え
た

母
親
に
は
、
日
帰
り
の
1
回
の
み

の
支
援
で
解
決
で
き
る
こ
と
は
少

な
く
、
コ
ス
ト
面
で
も
日
帰
り
ケ

ア
を
利
用
す
る
費
用
で
、
助
産
師

の
訪
問
な
ら
約
3
回
利
用
で
き
る

こ
と
か
ら
、
日
帰
り
ケ
ア
の
利
用

料
助
成
で
な
く
、
身
近
な
保
健
師

や
助
産
師
の
訪
問
等
で
継
続
的
に

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

母
子
手
帳
交
付
時
に
、

産
後
ど
の
よ
う
な
状
況

で
育
て
る
の
か
話
も
聞
い
て
く
れ

る
が
、
で
き
れ
ば
妊
娠
中
に
一
度
、

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
進
め
る

こ
と
も
1
つ
の
提
案
だ
が
、
町
の

考
え
は
。

育
児
不

安
や
負

担
感
は
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か

ら
具
体
化
す
る
こ
と
が
多
く
、
よ

り
出
産
に
近
い
時
期
に
な
っ
て
か

ら
、
通
知
等
で
産
後
ケ
ア
事
業
を

情
報
提
供
し
た
り
、
必
要
度
が
高

い
方
に
個
別
に
説
明
す
る
ほ
う
が

効
果
的
と
考
え
て
い
る
。
見
学
に

つ
い
て
は
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で

随
時
可
能
で
、
見
学
に
つ
い
て
も

P
R
し
て
い
き
た
い
。
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新たな昭和町の名産品は
農業研究会などと協議し探る

町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
農

産
物
が
生
産
さ
れ
、
イ

チ
ゴ
・
ナ
ス
・
米
・
キ
ュ
ウ
リ
・

柿
な
ど
が
あ
る
。
昭
和
49
年
に
県

の
圃
場
整
備
事
業
が
完
了
し
40
年

以
上
が
経
過
し
た
が
、
優
良
農
地

も
開
発
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
後
継

ぎ
の
農
業
離
れ
で
、
年
々
生
産
量

が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
耕
作
さ
れ

な
く
な
っ
た
田
ん
ぼ
は
農
業
委
員

会
を
通
じ
て
環
境
団
体
に
貸
与
し
、

酒
米
作
り
の
圃
場
に
転
換
し
て
い

る
が
、
農
地
の
み
の
貸
与
で
限
界

も
あ
る
。

　

耕
作
放
棄
地
に
別
作
物
を
栽
培

し
、
収
穫
し
た
農
産
物
を
新
た
な

昭
和
町
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
売
り
出

す
た
め
、
生
産
・
加
工
・
販
売
な

ど
農
業
振
興
策
を
考
え
る
な
ど
、

今
よ
り
一
歩
進
め
た
形
で
、
町
が

主
体
で
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

町
で
は
水
稲
、
ナ
ス
、

イ
チ
ゴ
、
柿
、
施
設
野

菜
が
栽
培
さ
れ
、
休
耕
田
を
利
用

し
て
酒
米
（
山
田
錦
）
の
栽
培
も
、

園
児
・
児
童
の
農
作
業
参
加
風
景

を
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

定
着
し
て
き
て
い
る
。

　

農
家
の
高
齢
化
や
農
機
具
の
老

朽
化
に
よ
る
農
業
離
れ
は
、
町
の

農
業
振
興
の
課
題
の
1
つ
で
、
耕

作
不
能
の
相
談
が
あ
っ

た
場
合
、
早
い
時
期
に

農
地
銀
行
や
県
の
農
地

中
間
管
理
機
構
を
利
用

し
て
借
り
手
を
探
し
、

水
稲
生
産
希
望
者
に
は
、

農
地
保
全
助
成
金
の
説

明
を
し
、
遊
休
農
地
・

耕
作
放
棄
地
に
な
ら
な

い
よ
う
、
指
導
・
支
援

を
し
て
い
る
。

　

今
、
農
産
物
の
加

工
・
販
売
で
、
付
加
価

値
を
高
め
る
農
業
の
6

次
産
業
化
が
叫
ば
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
食
品
加

工
や
流
通
・
販
売
に
も
、

農
業
者
が
主
体
的
か
つ

総
合
的
に
関
わ
る
こ
と

で
、
第
2
次
・
第
3
次
産
業
の
事

業
者
が
得
て
い
た
付
加
価
値
を
、

農
業
者
自
身
が
得
る
こ
と
で
、
農

業
を
活
性
化
す
る
事
業
。

　

今
後
、
ど
の
加
工
品
が
適
当
で

生
産
量
が
見
込
め
る
か
、
J
A
や

J
A
女
性
部
、
若
手
農
業
者
が
中

心
と
な
り
、
活
動
が
活
発
化
さ
れ

た
農
業
研
究
会
等
と
、
昭
和
町
に

合
う
加
工
品
は
何
が
い
い
か
協
議

す
る
な
ど
、
農
業
者
全
体
を
支
え

て
い
く
農
地
保
全
方
法
も
探
っ
て

い
き
た
い
。

第
三
セ
ク
タ
ー
や
指
定

管
理
者
制
度
、
N
P
O

法
人
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

等
を
活
用
し
、
耕
作
放
棄
地
を
中

心
に
新
た
な
生
産
品
と
し
て
、
町

の
豊
富
な
地
下
水
を
利
用
し
て
大

豆
を
、
し
ょ
う
ゆ
や
み
そ
な
ど
に

加
工
し
、
全
国
に
売
り
出
し
て
は

ど
う
か
。
雇
用
の
拡
大
や
農
地
の

有
効
利
用
に
も
な
り
、
農
家
の
受

け
皿
に
も
な
る
。
全
国
に
昭
和
町

を
売
り
込
む
こ
と
に
も
つ
な
が
る

が
、
町
長
の
考
え
は
。

大
豆
を

加
工
し

た
み
そ
は
、
J
A
女
性
部
等
で
も

一
部
や
っ
て
い
る
が
、
販
売
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
し
ょ
う
ゆ
の
販

売
は
県
内
で
加
工
・
商
品
化
で
き

る
業
者
は
2
社
あ
り
、
最
低
で

7
2
0
キ
ロ
の
大
豆
が
必
要
。
農

地
4
反
か
ら
5
反
の
畑
が
必
要
で
、

製
品
と
し
て
は
約
2
、
4
0
0
ℓ

が
で
き
る
。
課
題
は
商
品
化
す
る

ま
で
採
算
ベ
ー
ス
や
人
手
の
確
保

等
が
あ
り
、
J
A
や
J
A
女
性
部
、

農
業
研
究
会
等
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。
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リニア駅周辺整備と町の対応は
都市計画道路事業に区間を分け着手

田
中

国
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
工
事
を
、
計
画
よ
り

前
倒
し
で
進
め
る
と
明
言
し
た
。

住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る

均
衡
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
町
は
都
市
計
画
道
路
や
リ

ニ
ア
駅
と
の
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
計
画
す
る
の
か
伺
う
。

計
画
決
定
さ
れ
て
い
る

都
市
計
画
道
路
「
昭
和

玉
穂
中
央
通
り
線
」
が
、
リ
ニ
ア

駅
に
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
と
し
て

事
業
着
手
が
待
ち
望
ま
れ
る
。
実

施
に
つ
い
て
は
先
行
区
画
と
し
て

昭
和
バ
イ
パ
ス
か
ら
県
道
甲
府
・

市
川
三
郷
線
ま
で
を
事
業
着
手
し
、

残
区
間
は
県
や
関
係
市
と
協
議
を

進
め
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

策
定
中
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
お
い
て
も
、
検
討
し
て
い
く
。

町
内
の
各
区
で
は
、
一

年
を
通
じ
区
民
総
出
で

草
刈
り
や
水
路
清
掃
な
ど
河
川
を

管
理
し
て
い
る
が
、
特
に
紙
漉
阿

原
区
を
南
北
に
流
れ
る
今
川
は
、

延
長
9
0
0
m
に
及
ぶ
大
型
河
川

で
、
水
深
1
・
2
m
以
上
の
と
こ

ろ
も
あ
る
。
年
3
回
の
河
川
清
掃

を
2
回
に
し
、
1
回
は
河
川
の
浚

渫
を
含
め
、
町
で
対
応
で
き
な
い

か
。

河
川
・
側
溝
を
き
れ
い

に
し
た
こ
と
に
よ
る
爽

快
さ
や
、
共
同
作
業
に
よ
り
区
民

の
絆
が
一
層
深
ま
る
こ
と
も
、
今

後
の
町
の
運
営
上
、
有
意
義
と
認

識
を
し
て
い
る
。
各
地
区
の
河
川

状
況
が
異
な
る
の
で
、
普
通
河
川

を
対
象
に
川
の
幅
員
や
深
さ
・
水

深
等
の
現
場
状
況
を
調
査
し
、
土

木
委
員
協
議
会
で
検
討
す
る
。

県
道
甲
府
・
市
川
三
郷

線
J
A
中
巨
摩
東
部
昭

和
支
店
前
の
河
東
中
島
交
差
点
は
、

改
修
し
た
が
歩
道
が
狭
く
、
見
通

し
も
悪
い
た
め
非
常
に
危
険
だ
。

町
の
対
応
は
。

通
学
路
安
全
推
進

会
議
に
よ
り
、
危

険
箇
所
の
一
斉
点
検
、
意
見
交
換
、

要
望
の
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
を
見

守
る
た
め
の
P
T
A
組
織
や
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
町

の
専
門
交
通
指
導
員
が
お
り
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
に
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
教
育
委
員
会

で
は
こ
れ
ら
の
方
々
と
連
携
を
図

り
、
学
校
保
健
安
全
計
画
に
基
づ

く
、
各
学
級
に
お
け
る
安
全
指
導

の
徹
底
や
、
集
団
登
校
の
ル
ー
ル

を
守
る
指
導
の
徹
底
な
ど
、
各
学

校
に
対
し
て
指
導
し
て
い
き
た
い
。

ル
ー
ト
変
更
を
し
、
押

し
ボ
タ
ン
式
の
信
号
を

つ
け
る
こ
と
で
、
安
全
な
通
学
路

と
し
て
使
用
で
き
る
。
南
甲
府
警

察
署
に
申
請
す
る
考
え
は
な
い
か
。

提
案
が

地
区
の

保
護
者
の
総
意
で
あ
る
か
ど
う
か

が
重
要
で
、
そ
の
上
で
信
号
機
設

置
に
つ
い
て
要
望
書
の
提
出
が
あ

れ
ば
申
請
し
、
整
備
等
を
検
討
す

る
。 学

校
教
育
課
長

土
木
委
員
協
議
会
で

協
議
し
検
討

河
川
清
掃
と

町
の
対
応
は

登
校
ル
ー
ル
の

指
導
を
徹
底
す
る

小
中
学
校
通
学
路
の

安
全
対
策
は
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再
質
問

田
中

田中　博愛 議員
た ひろ よしな か

町
長

教
育
長

田
中

河
東
中
島
交
差
点

田
中

町
長

し
ゅ
ん

せ
つ



危機管理意識を高く持ってほしい
多様な要望に柔軟に対応する

堀　　門太 議員
ほり も ん た

町
長

大
規
模
震
災
や
水
害
な

ど
の
自
然
災
害
、
人
災

も
含
め
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
現
在
、
過
去
に
も
増
し
て
危
機

管
理
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

行
政
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
町
長
は
、

有
事
の
際
は
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
入

手
し
、
積
極
的
に
組
織
を
指
揮
し
、

警
察
・
消
防
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
し
、
全
力
を
挙
げ
て
対
処
す

る
重
大
な
責
任
が
あ
る
。

　

町
長
が
県
外
出
張
す
る
際
に
は
、

副
町
長
を
留
守
居
役
と
し
て
残
し

有
事
に
備
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

万
が
一
の
時
に
2
人
と
も
い
な
い

で
は
町
民
に
説
明
が
つ
か
な
い
。

危
機
管
理
意
識
を
高
く
持
ち
、
今

後
の
有
事
に
備
え
て
ほ
し
い
が
、

町
長
の
考
え
は
。

県
外
出
張
の
折
に
、
副

町
長
を
同
行
さ
せ
る
こ

と
は
、
年
に
一
度
、
行
政
事
業
遂

行
上
、
必
要
と
判
断
し
て
同
行
さ

せ
て
い
る
。
そ
の
間
、
町
長
・
副

町
長
が
不
在
と
な
る
が
、
危
機
管

理
は
公
務
の
あ
り
方
な
ど
を
踏
ま

え
対
応
し
て
い
る
。

　

市
町
村
長
の
公
務
は
、
行
政
事

務
全
般
の
決
裁
事
項
な
ど
の
ほ
か
、

町
の
代
表
と
し
て
の
公
務
が
あ
り
、

町
内
外
を
問
わ
ず
、
広
範
囲
で
か

つ
重
複
す
る
こ
と
も
あ
り
、
調
整

を
図
り
な
が
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
す
る
こ
と
に
な
る
。
対
外
的
に

は
町
と
し
て
町
民
福
祉
の
向
上
や

相
手
先
と
の
交
渉
の
必
要
性
か
ら
、

副
町
長
や
担
当
課
長
も
同
行
さ
せ

る
べ
き
と
判
断
す
る
も
の
も
あ
る
。

台
風
な
ど
の
災
害
時
や
予
見
さ
れ

る
よ
う
な
場
合
、
相
手
方
に
理
解

い
た
だ
き
、
公
務
を
全
て
中
止
す

る
よ
う
措
置
し
、
突
発
的
な
事
案

の
発
生
に
備
え
、
常
に
連
絡
を
取

り
対
応
で
き
る
体
制
と
な
っ
て
い

る
。

　

な
お
、
や
む
を
得
な
い
理
由
等

で
町
政
運
営
を
図
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
も
想
定
さ
れ
る
の
で
、

地
方
自
治
法
第
1
5
2
条
の
規
定

に
沿
い
、
副
町
長
に
行
政
事
務
の

職
務
を
代
理
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
れ
ら
を
総
合
的
に
検
討
し
、
町

長
の
公
務
に
副
町
長
を
同
行
さ
せ

る
か
、
ま
た
担
当
課
長
を
同
行
さ

せ
る
か
な
ど
、
多
様
な
要
望
に
応

え
る
た
め
、
柔
軟
な
対
応
を
図
る

よ
う
判
断
し
て
い
る
の
で
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
は
ご
理
解
を
賜
る
よ

う
お
願
い
し
た
い
。
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堀

万全な体制で有事に備える
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昭和町災害時議員行動マニュアル、
議会基本条例について他

81

議会だよりの編集について他
82

山梨学院大学との連携について、
災害時行動マニュアルについて他

824

ようこそ、昭和町へ！ 議会視察受入

よりよい議会広報づくりのために
広報編集委員研修

議会だよりNo169号についてクリニックを受けた。

84

議員研 修 報 告
山梨学院大学との提携行事

《7月～9月》第2回～第6回まで開催

〔年10回開催〕

テーマⅠ 住民自治を進める新たな議会改革【第2回】 江藤教授7/12 火

テーマⅡ 予算・決算の見方と事業評価の方法【第1回】 片田教授7/26 火

テーマⅡ 予算・決算の見方と事業評価の方法【第2回】 外川教授8/24 水

テーマⅡ 予算・決算の見方と事業評価の方法【第3回】 片田教授9/27 火

テーマⅠ9/23 金 住民自治を進める新たな議会改革【第3回】 〃



（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

地域住民と議員の対話集会

築
地
新
居
区
（
第
1
回
）

7
月
17
日　

区
公
会
堂

●
出
席
者　
　

区
民
38
人

●
参
加
議
員　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

林　

和
仁　

依
田
茂
巳

　
　
　
　
　
　

田
中
博
愛　

塚
原
將
司

　
　
　
　
　
　

鷹
野
一
雄

　
　
　
　
　
　

三
井　

猛
議
長

●
地
元
議
員　

河
田
あ
け
み　

金
丸
富
一

西
条
一
区
（
第
2
回
）

7
月
21
日　

彩
の
広
場
管
理
棟

●
出
席
者　
　

区
民
26
人

●
参
加
議
員　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

石
原
高
明　

金
丸
富
一

　
　
　
　
　
　

河
田
あ
け
み　

河
住
保
茂

　
　
　
　
　
　

石
原
一
好

　
　
　
　
　
　

三
井　

猛
議
長

●
地
元
議
員　

樋
口
敏
夫

Q　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
付
近

の
路
上
駐
車
を
何
と
か
し
て
ほ

し
い
。

A　

付
近
の
道
路
は
駐
停
車
禁

止
で
な
く
、西
条
国
母
交
番
で
も

短
時
間
の
路
上
駐
車
取
り
締
ま

り
は
不
可
能
と
の
こ
と
。イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
で
も
自
主
対
応
し

て
い
る
が
、警
備
員
の
増
員
や
駐

車
禁
止
看
板
の
設
置
な
ど
、改
善

す
る
よ
う
依
頼
し
た
。

Q　

区
へ
の
加
入
は
ど
こ
が
主

体
か
、加
入
率
の
統
計
や
加
入
取

り
組
み
を
町
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
。ま
た
、ラ
イ
ン
を

使
っ
た
い
じ
め
が
増
え
て
い
る
が
、

町
で
実
態
調
査
し
て
い
る
の
か
。

A　

転
入
者
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

セ
ッ
ト
に
し
て
配
布
し
、災
害
時

に
は
情
報
が
必
要
な
の
で
、当
局

と
一
緒
に
加
入
に
努
め
る
。ま
た
、

小
中
学
校
は
携
帯
等
の
持
ち
込

み
は
原
則
禁
止
で
、ト
ラ
ブ
ル
は

な
い
が
全
国
的
に
調
査
す
る
と

の
こ
と
だ
。

（
当
局
）転
入
者
に
自
治
会
加
入

を
勧
め
て
い
る
が
、自
治
会
の
役

割
や
大
切
さ
を
理
解
い
た
だ
き
、

加
入
に
努
め
て
い
る
。

Q　

常
永
ゆ
め
広
場（
常
永
小
学

校
南
）の
コ
ン
セ
プ
ト
は
何
か
、使

用
制
限
と
管
理
、ビ
オ
ト
ー
プ
の

危
険
性
は
な
い
か
。

A　

利
用
規
定
は
検
討
中
で
、管

理
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

等
を
設
立
し
行
う
。

（
当
局
）芝
生
広
場
を
中
心
に
水

田
・
畑
を
整
備
し
、生
態
系
を
保

全
す
る
ビ
オ
ト
ー
プ
を
設
置
し
、

憩
い
の
公
園
と
な
る
よ
う
考
え

て
い
る
。な
お
、危
険
と
思
わ
れ

る
箇
所
に
は
看
板
等
で
注
意
を

促
す
。　

Q　

災
害
が
頻
発
し
て
い
る
。昭

和
町
は
安
全
な
地
域
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、高
齢
者
や
障
が
い

者
の
対
策
を
、町
は
ど
の
よ
う
に

計
画
し
進
め
て
い
る
の
か
。

A　

築
地
新
居
区
で
は
防
災
マ
ッ

プ
が
作
っ
て
あ
り
、ミ
ニ
ミ
ニ
講

座
等
で
、毎
月
防
災
意
識
を
高
め

る
よ
う
に
し
て
い
る
。防
災
訓
練

時
は
各
組
の
集
合
地
に
集
ま
り
、

訓
練
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

Q　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
開
店
後
、県

道
の
交
通
渋
滞
が
激
し
い
。増
床

が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、道
路
改

善
要
望
を
事
故
が
起
き
る
前
に

実
行
し
て
ほ
し
い
。

A　

歩
道
を
早
急
に
つ
け
る
よ

う
要
望
し
て
い
る
。計
画
に
は
地

元
地
権
者
の
了
承
が
必
要
で
、地

元
意
見
を
集
約
し
、次
の
段
階
に

進
め
た
い
。

Q　

釜
無
川
は
竜
王
の
信
玄
橋

付
近
か
ら
、下
流
に
向
け
堤
防
が

築
か
れ
て
い
る
。何
社
か
が
立
地

し
て
い
る
が
、堤
防
の
安
全
性
を

確
保
す
る
よ
う
、国
交
省
甲
府
河

川
事
務
所
に
話
を
し
て
ほ
し
い
。

A　

早
急
に
現
地
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

﹇
調
査
結
果
﹈7
月
26
日
及
び
8

月
3
日
に
国
交
省
を
交
え
、現
地

視
察
を
行
い
、災
害
時
の
現
地
対

応
や
水
路
の
改
修
等
を
確
認
し

た
。土
地（
南
ア
ル
プ
ス
市
）は
、

国
交
省
の
使
用
許
可
が
出
て
い

る
。
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イオン増床、危
険箇所に

イオン増床、危
険箇所に

歩道をつけてほ
しい！

歩道をつけてほ
しい！イオン増床、危
険箇所に

歩道をつけてほ
しい！

路上駐車を路上駐車を
何とかしてほしい

！
何とかしてほしい

！路上駐車を
何とかしてほしい

！



7
月
28
日　

紙
漉
阿
原
区
公
会
堂

Q　

J
A
中
巨
摩
東
部
昭
和
支
店
か
ら

身
延
線
を
越
え
、押
越
ふ
れ
あ
い
広
場

西
側
を
く
だ
っ
た
中
央
市
境
の
交
差
点

が
南
北
方
向
に
停
止
線
が
設
置
し
て
あ

る
が
、非
常
に
危
険
で
事
故
が
多
い
。

一
時
停
止
の
標
識
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

A　

一
時
停
止
規
制
に
つ
い
て
は
、中

央
市
と
も
協
議
す
る
よ
う
、
担
当
課
に

要
請
す
る
。

Q　

J
A
中
巨
摩
東
部
昭
和
支
店
集
荷

場
ま
で
の
道
路
が
狭
い
た
め
、通
学
路

と
し
て
危
険
が
高
い
。児
童
が
安
全
に

通
学
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

A　

以
前
か
ら
教
育
関
係
の
団
体
や
学

校
関
係
者
か
ら
話
を
受
け
、河
東
中
島

交
差
点
に
信
号
待
ち
児
童
の
待
機
場
所

と
し
て
対
応
し
た
経
緯
が
あ
る
。危
険

度
が
高
い
場
所
な
の
で
、再
度
当
局
と

協
議
す
る
。

Q　

押
原
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
、交

流
セ
ン
タ
ー
側
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
に
夜

間
照
明
が
当
た
る
。試
合
中
ま
ぶ
し
い

た
め
、照
明
角
度
を
修
正
し
た
が
効
果

が
な
い
。再
度
要
望
し
た
い
。

A　

当
局
に
依
頼
す
る
。

（
当
局
）現
状
の
ま
ま
照
明
角
度
を
修
正

し
て
も
、ま
ぶ
し
さ
を
減
ら
す
に
は
限
界

が
あ
る
。照
明
の
支
柱
が
低
い
こ
と
や
、

照
度
不
足
や
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
の
位
置
等

も
考
え
ら
れ
る
。財
政
状
況
等
で
早
急

な
対
応
は
困
難
だ
が
、ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
の

位
置
は
相
談
し
て
対
応
す
る
。

紙
漉
阿
原
区
（
第
3
回
）
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●
出
席
者　
　

区
民
20
人

●
参
加
議
員　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

石
原
高
明　

金
丸
富
一

　
　
　
　
　
　

河
田
あ
け
み　

河
住
保
茂

　
　
　
　
　
　

石
原
一
好

　
　
　
　
　
　

三
井　

猛
議
長

●
地
元
議
員　

田
中
博
愛

議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているのかを追跡・検証してみました。

訓練用AEDと人体模型

平成26年12月議会　質問者：石原高明議員

訓練用AED整備計画は

そ
の
後

平成27年3月に訓練用人体模型を1体購入
し、いきいき健康課へ配備した。
その後、購入した年から訓練に使用している。

多くの町民が救命行為およびAEDの操作がで
きるよう、訓練用AED等の整備計画は。

訓練用AEDについては消防庁から貸与された
災害資機材に1台あるので、それに併せて訓練
用人体模型を購入し、いつでも訓練ができるよう
に整備していく。

一般質問はどうなった？
あの

交差点に一時
停止

交差点に一時
停止

標識をつけられ
ないか！

標識をつけられ
ないか！交差点に一時
停止

標識をつけられ
ないか！



議員記者が行く！のテーマは「町を守る」。町内で活躍する皆さまにスポットを当て、活動の姿を
追っていきます。今回は民生委員・児童委員さんを取材しました。

民生委員・児童委員

民生委員・児童委員はどういう組織でしょうか。Ｑ
委員数41名で厚生労働省から委嘱され、委員
には守秘義務があり住民の立場に立って住民
との信頼関係をもとに活動している組織です。

A

会長へのインタビュー
各地区の委員はどのような活動をしていますか。Ｑ
日頃から地域住民に顔と名前を覚えてもらう
ため、担当地区の行事には必ず参加し積極的
にお手伝いをしています。また1人暮らしの方
にその都度必ず訪問し、用事等があればうけ
たまわっています。

A

西条地区民生委員・児童委員

災害時の対応は。Ｑ
災害時はすみやかに区と連携し、避難に
対する支援等を行います。

A

押越地区民生委員・児童委員
町民の皆さんに伝えたいことはありますか。Ｑ
見守り支えあう地域づくりが求められており、
民生委員・児童委員のみが行うのではなく自治
会をはじめとした地域住民の連携、協働が必要
です。

A

常永地区民生委員・児童委員
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議会だより171号（この号）を読んでくださいヒント

正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

《応募方法》
①クイズの答え、②住所、③氏名（ふりがな）、④年齢、⑤議会だ
よりを読んだ感想を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送り
ください。議会への要望・意見等もありましたら、お受けします。

《あて先》
●〒409-3880　昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX：055-275-0370　
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp
《しめきり》　11月末日　消印有効

町の放送で不審者が出たとのこと。
各地区で子どもの安全・安心を見守って
いきたいと思います。

170号クイズの答え
① 議会
② 9
③ 防災

議員防災訓練○○○○を学ぶ1
平成27年度決算　財政力指数○.○○2
井戸端会議　7月～9月　開催区は○カ所！3

空欄に当てはまる言葉を入れてください。

こんなご意見を
いただきました！

No.170に対する
前回のお葉書で
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（
70
歳
・
女
性
）

（
68
歳
・
男
性
）

金丸議員の食育を読んでですが、
私は添加物等に危機感を抱いてい
ます。そして食品製造過程に生じ
る毒物も去年知りました。特に油
（植物）は昨今、問題の糖尿病、精
神疾患、肥満、癌、心臓疾患その
他さまざまな病気を招きます。糖
尿病に関しては、50年前の300倍
です。それを知らない人が多すぎ
るのが問題です。議会で取り上げ
て、その分野の先進町を目指して
いただきたいと思います。
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171
No.

2
0
1
6
.1
0
.2
2

T
E
L.

T
E
L.

FA
X
. 0
5
5
-2
7
5
-8
8
4
2（直通）

0
5
5
-2
7
5
-2
1
1
1
㈹

0
5
5
-2
7
5
-5
2
5
0

山
梨
県
昭
和
町
議
会

〒
4
0
9
-3
8
8
0

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
542-2

■
発
　
行

議
長

　三
井
　
猛

■
発
行
人
　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

■
編
　
集

印
刷
東
洋
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

　

西
条
新
田
に
移
り
住
ん
で
36
年
目
に
な
り
ま
す
。

当
時
の
新
田
は
、
周
辺
に
は
田
や
畑
も
多
く
、
早
朝

か
ら
野
良
仕
事
で
精
を
出
す
ご
夫
婦
の
姿
が
見
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
に
興
じ
る
姿
も
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
る
な
ど
、
心
地
よ
い
思
い
を
い
た
し
ま

し
た
。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
東
京
の
下
町
、
私
に
と
っ
て
は

何
も
か
も
が
新
鮮
に
映
り
、
都
会
生
活
で
は
味
わ
え

な
い
よ
う
な
貴
重
な
生
活
も
体
験
で
き
、
田
舎
暮
ら

し
も
良
い
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

都
市
計
画
も
進
み
、
大
型
ス
ー
パ
ー
の
進
出
や
コ

ン
ビ
ニ
の
数
の
多
さ
、
医
療
関
係
機
関
も
充
実
し
、

ま
す
ま
す
高
齢
化
社
会
に
拍
車
が
か
か
る
中
、
現
実

を
目
の
当
た
り
に
し
、
昭
和
町
も
頼
も
し
い
町
に
な

っ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
新
田
区
の
区
長
と
し
て
の
役
目
で
、
な

に
か
と
忙
し
く
し
て
お
り
ま
す
が
、
区
民
の
皆
さ
ま

か
ら
の
温
か
い
励
ま
し
と
協
力
、
優
し
い
言
葉
の

数
々
、
私
の
心
の
支
え
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
、
縁
が
あ
っ
て
の
こ

と
、
縁
は
大
切
に
と
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
と
同
時
に
、
多
く
の
人
に
包
ま
れ
る
幸
せ
を
、
こ

れ
か
ら
も
触
れ
あ
う
人
た
ち
に
お
返
し
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
、
こ
の
町
に
縁
が
あ

っ
て
よ
か
っ
た
、
明
る
い
未
来
の
あ
る
昭
和
町
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
。
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温
も
り
の
あ
る
優
し
い
町

西
条
新
田
区

阿
井
美
代
子
さん

あ

い

こ

み

よ

●
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委　
員　
長　
　

石
原　

高
明

　

副
委
員
長　
　

堀　
　

門
太

　

委　
　

員　
　

林　
　

和
仁　

石
原　

一
好

　
　
　
　
　
　
　

金
丸　

富
一　

依
田　

茂
巳

次
回
定
例
会
は
12
月
6
日
（
火
）
開
催
予
定
で
す

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

議
会
事
務
局　

2
7
5　

8
8
4
2

　

飯
喰
に
生
ま
れ
育
ち
、
長
野
・
東
京
と
約
10
年
間

県
外
暮
ら
し
を
し
た
も
の
の
、
将
来
を
考
え
て
実
家

に
U
タ
ー
ン
し
た
の
が
、
昭
和
町
に
住
む
き
っ
か
け

で
し
た
。

　

今
考
え
る
と
、
居
心
地
が
良
い
環
境
が
昭
和
町
に

あ
っ
た
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。
親
・
兄
弟
・
親
戚
・

地
域
の
人
た
ち
の
指
導
に
よ
り
今
の
自
分
が
あ
り
、

ま
た
、
小
さ
い
こ
ろ
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
も
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

霞
堤（
土
手
）と
呼
ば
れ
る
近
く
に
実
家
が
あ
り
、

登
っ
て
西
側
方
面
を
望
む
景
色
は
格
別
の
も
の
が
あ

っ
て
、
今
で
も
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
春
は

れ
ん
げ
畑
、
菜
の
花
、
桃
の
花
、
夏
は
桑
畑
と
一
本

道
に
入
道
雲
、
ま
た
、
夜
に
飛
び
交
う
蛍
の
光
、
秋

は
ト
ン
ボ
、
ス
ス
キ
に
果
樹
園
、
冬
は
月
光
に
照
ら

さ
れ
る
雪
景
色
な
ど
の
光
景
が
浮
か
び
ま
す
。
当
然

後
方
に
は
高
い
山
並
み
が
控
え
て
お
り
、
そ
の
山
並

み
は
今
で
も
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
屋
上
駐
車
場
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
の
住
み
よ
い
環
境
に
な
る
ま
で
の

道
の
り
は
長
い
時
間
を
費
や
し
、
良
く
し
よ
う
と
思

う
地
域
の
人
た
ち
の
ご
苦
労
を
経
て
、
お
互
い
が
理

解
し
、
県
内
で
も
脚
光
を
浴
び
る
街
並
み
を
有
す
る

地
域
に
変
わ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
く
地
域
の
仲
間
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
と
、
飯

喰
地
区
の
古
き
良
き
精
神
を
大
切
に
し
、
楽
し
く
交

流
が
図
れ
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
活
動
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

移
り
ゆ
く
街
並
み
の
中
で

飯
喰
区堀

内　

三
男
さん

ほ
り

お

み
つ

う
ち

議会モニターの皆さんありがとうございました！

表紙写真はもっとアップで撮ったほうがよい。

用語などに説明を添えたほうがよい。

議員記者の記事の文章をもう少し読みやすくしたほうがよい。

議員記者が行く！の記事は続けてほしい。

議会だより170号

議会モニターからこのような意見をいただきました、今後も貴重な
意見をいただきながらわかりやすい議会だよりを作成していきます。




